
はじめての幼稚園

▲こごせ幼稚園入園式
　４月７日、こごせ幼稚園で入園式が行われました。新園児たちは、これから始まる幼稚園生活に胸を躍らせていました。
また４月４日には各小学校、中学校の入学式が行われました。
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健　
　

康

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
指
定
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種（
無
料
）で
す
。

　

な
お
、
接
種
を
勧
め
る
こ
と
を
控

え
て
き
た
こ
と
に
よ
り
接
種
機
会
を

逃
し
た
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
接

種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
、
次
の

対
象
年
齢
を
超
え
て
い
て
も
未
接
種

分
を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　

麻
し
ん
は
、
人
か
ら
人
に
う
つ
る

病
気
で
す
。
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
非

常
に
感
染
力
が
強
い
た
め
感
染
し
や

す
い
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
免

疫
を
つ
く
り
、
予
防
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）予
防
接
種

は
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

（
無
料
）で
す
。
過
去
に
麻
し
ん
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
な

い
人
は
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※�

Ｍ
Ｒ
が
未
接
種
で
対
象
年
齢
を
超

え
た
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

　

任
意
予
防
接
種
の
高
齢
者
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
一
部

助
成
し
て
い
ま
す
。

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪

村
・
富
田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
）

対
象　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

①
70
歳
以
上
の
人

②�

65
～
69
歳
で
心
臓
・
呼
吸
器
の
慢

性
疾
患
、
慢
性
腎
不
全
、
糖
尿
病
、

肝
臓
病
な
ど
の
た
め
医
師
が
必
要

と
認
め
た
人

※�
助
成
を
受
け
る
た
め
の
申
請
書
を

発
行
し
ま
す
の
で
接
種
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡
が
必
要
で
す
。

公
費
助
成
額
・
回
数　

３
千
円
（
助

成
は
１
人
１
回
限
り
）

※�

５
年
を
目
安
に
一
定
の
間
隔
が
あ

れ
ば
、
医
師
の
判
断
で
２
回
目
の

接
種
が
で
き
ま
す
が
、
村
か
ら
の

助
成
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

備
考

•
�

予
約
の
要
否
な
ど
は
医
療
機
関
へ

確
認
く
だ
さ
い
。

•
�

任
意
予
防
接
種
で
す
の
で
、
接
種

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

水
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン

　

水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）と
流
行
性
耳

下
腺
炎（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
者　

接
種
日
に
１
歳
児
ま

た
は
２
歳
児

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
各
ワ
ク
チ

ン
１
回
ず
つ

持
参
す
る
物　

①
母
子
健
康
手
帳
な

ど
接
種
が
確
認
で
き
る
物
、
②
領
収

証
、
③
印
鑑
、
④
振
込
先
を
確
認
で

き
る
通
帳
や
カ
ー
ド
な
ど
を
持
参
の

上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

備
考

•
�

接
種
医
療
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
旦
医
療
機
関
窓
口
で
接

種
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

•
�

任
意
予
防
接
種
で
す
の
で
、
接
種

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

千
早
赤
阪
村

国
民
健
康
保
険
診
療
所

　

指
定
管
理
者
の（
医
）や
す
ら
ぎ
会

植
田
診
療
所
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科
・
皮
膚

科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

各
種
健
診
・
予
防
接
種
も
行
っ
て
い

ま
す
。

○
村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）

住
所　

水
分
１
９
５―

１

☎
�
０
０
３
８

診
療
時
間

•
�

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

•
�

火
・
金
曜
日　

午
後
４
時
30
分
～

６
時
30
分

○
千
早
診
療
所

住
所　

千
早
１
８
４―

１

☎
�
０
２
４
０

診
療
時
間　

火
・
金
曜
日

午
後
２
～
４
時

◎
総
合
相
談
窓
口
（
予
約
制
・
無
料
）

　

村
国
保
診
療
所
で
は
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
総
合
的
な
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
診
察
時
間
外
に
予
約
制
で

接種 対象者 回数 標準接種
年　　齢

１期
初回 ３歳以上

７歳６か月未満

２回 ３歳

１期
追加 １回 ４歳

２期 ９歳以上13歳未満 １回 ９歳

予防接種 平成26年度の対象者

ＭＲ１期 １歳以上２歳未満

ＭＲ２期 平成20年４月２日～
平成21年４月１日生

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※…各施設の休館日については
お問い合わせください。

�



行
い
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
設
時
間　

火
・
金
曜
日　

午
後
12

時
30
分
～
１
時
30
分

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

村
国
保
診
療
所　

☎
�
０
０
３
８

催　
　

し

お
は
な
し
広
場

日
時　

５
月
29
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園　

遊
戯
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　

お
は
な
し
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

税

固
定
資
産
税（
第
１
期
分
）軽
自
動

車
税
の
納
税
は
６
月
２
日
ま
で

　

税
金
は
納
期
限
内
に
次
の
場
所
で

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

り
そ
な
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井

住
友
・
南
都
・
近
畿
大
阪
・
関
西
ア
ー

バ
ン
の
各
銀
行
・
大
阪
南
農
業
協
同

組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
・

役
場
・
小
吹
台
連
絡
所

　

口
座
振
替
に
よ
り
納
税
さ
れ
て
い

る
場
合
の
引
き
落
と
し
日
は
６
月
２

日（
月
）で
す
。
通
帳
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

車
検
に
必
要
な
納
税
証
明
書
は
、

納
税
通
知
書
と
一
連
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
納
税
証
明
書
の
領
収
印
が

あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
証
明
書
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
度

ま
で
の
軽
自
動
車
税
が
未
納
の
場
合

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

５
月
26
日
ま
で
に

　

身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、
歩

行
が
困
難
な
人
で
、
平
成
26
年
度
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
５
月
26
日（
月
）ま
で
に
運
転

免
許
証
、
納
付
書
、
車
検
証
、
印
鑑
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
な
ど
を
持
参
し
、
総

務
課
税
務
担
当
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
は
毎
年
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
の
で
、
平
成
25
年
度
に
減
免
さ

れ
て
い
る
人
も
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、減
免
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
台
と
な
り
ま

す
。
す
で
に
、
普
通
車
な
ど
の
減
免

を
受
け
て
い
る
人
は
、
減
免
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

増
加
し
て
い
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

主
成
分
と
す
る
石
の
場
合
は
血
液
中

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
こ
と
が

そ
の
主
な
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

胆
石
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
胆
の
う

で
見
つ
か
り
、
こ
の
場
合
約
８
割
は

症
状
を
起
こ
さ
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
胆
の
う
か
ら
腸

へ
の
通
路
（
総
胆
管
）
や
肝
臓
の
中

に
胆
石
が
あ
る
場
合
は
腹
痛
や
黄
だ

ん
（
胆
汁
の
成
分
が
血
液
中
に
増
え

て
皮
膚
が
黄
色
っ
ぽ
く
な
る
こ
と
）、

発
熱
と
い
っ
た
症
状
を
早
期
に
来
す

こ
と
が
多
い
で
す
。

　

胆
石
は
原
則
と
し
て
症
状
が
あ
れ

ば
速
や
か
に
治
療
す
る
べ
き
病
気
で

す
。
石
が
胆
の
う
の
中
に
あ
り
、
胆

石
発
作
を
繰
り
返
し
て
い
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
胆
の
う
そ
の
も
の
を
切

除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で

は
お
腹
に
小
さ
な
穴
を
開
け
て
行
う

腹
腔
鏡
手
術
が
主
流
で
、
手
術
の
負

担
は
昔
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

石
を
溶
か
す
薬
や
体
の
外
か
ら
衝
撃

波
を
当
て
て
石
を
砕
く
治
療
も
あ
る

の
で
す
が
、
す
べ
て
の
石
に
効
く
わ

け
で
な
く
、ま
た
再
発
も
多
い
た
め
、

あ
ま
り
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

石
が
総
胆
管
の
中
に
あ
る
場
合
は
口

や
鼻
か
ら
通
し
た
内
視
鏡
を
介
し
て

石
だ
け
を
取
り
除
く
治
療
を
行
う
こ

と
が
多
い
で
す
。
肝
臓
の
中
に
石
が

で
き
る
こ
と
は
比
較
的
ま
れ
で
す
が
、

こ
の
治
療
の
た
め
に
は
肝
臓
を
一
部

切
除
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

胆
石
発
作
の
多
く
は
一
時
的
な
も

の
で
す
が
、
と
き
に
細
菌
が
感
染
し

て
重
症
化
し
、
命
の
危
険
を
伴
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
昔
か
ら
胆
石

と
発
が
ん
の
関
係
が
い
わ
れ
て
お
り
、

い
ま
現
在
で
も
完
全
に
は
否
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
食
後
の
腹

痛
を
繰
り
返
す
場
合
は
一
度
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
、
ま
た
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
で
偶
然
胆
石
が
見
つ

か
っ
た
人
は
で
き
れ
ば
年
に
一
回
程

度
は
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査
を
受

け
、
変
化
が
な
い
か
調
べ
て
も
ら
う

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

　
　
　
　
　
　

医
師　

大
澤　
佳
代

　

脂
っ
こ
い
食
事
を
と
っ
て
し
ば
ら

く
し
て
か
ら
、
あ
る
い
は
夜
に
な
っ

て
急
に
お
腹
の
上
あ
た
り
が
さ
し
こ

む
よ
う
に
痛
む
、
と
き
に
背
中
や
右

肩
の
痛
み
や
吐
き
気
を
伴
う
こ
と
も

あ
る
、
症
状
は
30
分
か
ら
２
時
間
ほ

ど
し
て
よ
う
や
く
治
ま
っ
て
き
た
…

胃
の
痛
み
に
も
似
た
こ
の
症
状
、
中

高
年
者
の
場
合
、
も
し
か
し
た
ら
胆

石
に
よ
る
痛
み
（
胆
石
発
作
）
で
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

胆
石
は
消
化
液
の
ひ
と
つ
で
あ
る

胆
汁
の
成
分
が
何
ら
か
の
原
因
で
固

ま
っ
て
石
に
な
っ
た
も
の
で
、
日
本

の
成
人
の
約
10
人
に
１
人
は
保
有
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
胆
汁
は
肝
臓
で
作
ら
れ
、

肝
臓
の
下
側
に
付
い
て
い
る
胆
の
う

と
い
う
袋
に
一
旦
蓄
え
ら
れ
、
濃
縮

さ
れ
ま
す
。
食
事
の
た
び
に
胆
の
う

が
収
縮
し
て
中
の
胆
汁
を
腸
に
送
り

込
み
、
そ
こ
で
脂
肪
の
消
化
、
吸
収

が
行
わ
れ
ま
す
。
胆
石
が
こ
の
胆
汁

の
流
れ
を
塞
い
だ
場
合
に
さ
き
の
胆

石
発
作
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

胆
石
が
で
き
る
原
因
は
完
全
に
は

分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
最
近

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
６
月
２
日（
月
）で
す
。
納
税
通
知
書
に
記
載
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
♴
０
１
５
６

自
動
車
税
の
納
期
限

『
食
後
の
腹
痛
』

　
　
〜
も
し
か
す
る
と
胆
石
か
も
〜
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宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起
こ
る

と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に
は
尊
い
人

命
に
か
か
わ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な
積
み

方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著
し
い
崖

面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨
な
ど
に
よ

り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前
に
、
宅
地

造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
崖

崩
れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る
災
害
発

生
を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な

く
そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府

内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど
宅
地

防
災
に
関
係
す
る
機
関
と
協
力
し

て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

①
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、
宅
地

造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な
ど
に
お
け

る
造
成
地
の
防
災
工
事
の
安
全
性
な

ど
に
つ
い
て
点
検
、指
導
を
し
ま
す
。

②
宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
開
催

　

宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
、
普
及
を

図
る
た
め
、
５
月
下
旬
に
、
宅
地
造

成
事
業
者
、
設
計
者
な
ど
を
対
象
に

宅
地
防
災
に
関
す
る
技
術
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
大
阪
府

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
町

村
な
ど
の
宅
地
防
災
担
当
窓
口
に
て

配
布
し
ま
す
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、ご
家
庭
で
も
、こ
れ
を
機
会

に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
の
必
要
な
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
自
宅

の
周
辺
を
点
検
し
、
早
急
に
適
切
な

処
置
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①�
石
垣
、
擁よ
う
へ
き壁

な
ど
に
亀
裂
な
ど
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
ま
た
割
れ

目
か
ら
地
下
水
が
し
み
出
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

②�

石
垣
、
擁よ
う
へ
き壁
な
ど
の
水
抜
き
穴
か

ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て
い
ま
す

か
。

③
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

④�

排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど
が
詰

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
大
阪
府
建
築
指
導
室
が
発

行
し
て
い
る｢

石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク

積
み
よ
う
壁
の
自
己
診
断
マ
ニ
ュ
ア

ル｣

に
は
、
点
検
方
法
な
ど
具
体
的

に
記
載
し
て
い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
大
阪
府
建
築
指
導
室
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

地
域
振
興
課

•
�

大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築

指
導
室
審
査
指
導
課

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
７
２
０

「
宅
地
防
災
月
間
」
５
月
１
日
〜
31
日

千早赤阪村新型インフルエンザ等対策行動計画
　村では平成26年３月に「千早赤阪村新型インフルエンザ等対策行動計画」を策定しました。計画書は村ホームページで
公表しています。� 〈問い合わせ〉健康福祉課（健康）

千早赤阪村新型インフルエンザ等対策行動計画の概要

１．�新型インフルエンザは、ほとんどの人が免疫を獲得してい
ないため、世界的な大流行（パンデミック）となり、大き
な健康被害と、これに伴う社会的影響をもたらすことが懸
念されている。

２．�平成25年４月には、新型インフルエンザ等対策特別措置法（平
成24年法律第31号。以下「特措法」という。）が施行され、
病原性の高い新型インフルエンザやこれと同等の危険性の
ある新感染症が発生した場合には、国家の危機管理として
対応するため、国及び地方公共団体においては、実施体制
等を整備する必要がある。

３．�本村においては、「新型インフルエンザ等対策政府行動計画」
並びに「大阪府新型インフルエンザ等対策行動計画」にお
ける考え方や基準を踏まえ、新型インフルエンザ等の対策
の充実や強化を図るため、特措法第８条の規定により、本
村行動計画を策定する。

　　　

Ⅰ．計画策定の背景

Ⅱ．対象となる新型インフルエンザ等感染症及び新感染症

Ⅲ．対策の目的及び基本的な戦略

新型インフル
エンザ等

新型インフルエンザ等
感染症

新感染症

新型インフルエンザ

再興型インフルエンザ

⇒�全国的かつ急速なまん延のおそれのあるもの
に限定

１． 感染拡大を可能な限り抑制し、住民の生命及び健康を保護する
２．住民生活及び住民経済に及ぼす影響を最小限に抑える
※発生の段階や状況の変化に応じて柔軟に対応する

〈対策の効果　概念図〉　　　　

〈被害想定〉

　　

１．特措法に基づく行動計画（特措法に定められた対応等を明記）
２．�発生段階（５段階）を設け、各段階において想定される状
況に応じた対策方針を定める

Ⅳ．行動計画のポイント

千早赤阪村 大　阪　府 全　　　国
人口（平成22年） 6,015人 約886万人 約１億2,806万人
罹患者数（25%） 1,504人 約220万人 約3,200万人

（アジアインフルエンザ並みの致死率0.53％の場合による推計）
受診患者数 1,182人（上限値） 約173万人（上限値） 約2,500万人（上限値）
入院患者数 25.6人（上限値） 約３万７千人（上限値） 約53万人（上限値）
死亡者数 7.5人（上限値） 約１万２千人（上限値） 約17万人（上限値）

1日当たり最大
入院患者数

4.5人
（流行発生から５週目）

約７千人
（流行発生から５週目）

約10万１千人
（流行発生から５週目）

発生段階 状　　　　　　　態
未発生期 新型インフルエンザ等が発生していない状態

大阪府内未発生期
海外で新型インフルエンザ等が発生した状態
国内のいずれかで新型インフルエンザ等が発生しているが、大阪府内では発生
していない状態

大阪府内発生早期 大阪府内で新型インフルエンザ等の患者が発生しているが、全ての患者の接触
歴を疫学調査で追える状態

大阪府内感染期 新型インフルエンザ等の患者の接触歴が疫学調査で追えなくなった状態
小康期 新型インフルエンザ等の患者の発生が減少し、低い水準でとどまっている状態

時間

医療提供の
キャパシティ

ピーク時の患者数等
　　を小さくする

対策なし

対策あり
ピークを
遅らせる

医療体制
の強化

患
者
数
等
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子
育
て

子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
の
利
用
案
内

　

村
で
は
、
家
事
・
育
児
が
困
難
な

家
庭
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
家
事

や
育
児
援
助
を
行
う
「
子
育
て
支
援

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

派
遣
回
数　

１
日
１
回（
限
度
10
回
）

派
遣
時
間　

１
日
２
時
間
以
内

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

年
末
年
始
（
12
月
29
日（
月
）～
平

成
27
年
１
月
３
日（
土
））を
除
く
。

対
象　

村
内
に
居
住
し
、
出
産
前
後

の
体
調
不
良
や
育
児
不
安
な
ど
に
よ

り
養
育
上
、
特
に
支
援
が
必
要
で
家

事
ま
た
は
育
児
が
困
難
な
家
庭
（
他

に
援
助
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

家
庭
に
限
り
ま
す
）

援
助
内
容

○
家
事
に
関
す
る
援
助

•

食
事
の
準
備
お
よ
び
後
片
付
け

•

衣
類
の
洗
濯
や
補
修

•

居
室
な
ど
の
清
掃
、
整
理
整
頓

•

生
活
必
需
品
の
買
い
物

○
育
児
に
関
す
る
援
助

•

授
乳

•

お
む
つ
交
換

•

沐
浴
介
助

•

適
切
な
育
児
環
境
の
整
備

利
用
料
金　

無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

子
育
て
短
期
支
援
事
業

に
つ
い
て

　

村
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
短
期
入
所
生

活
援
助
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
お
よ

び
夜
間
養
護
等
（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス

テ
イ
）
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○ 

短
期
入
所
生
活
援
助
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）

　

保
護
者
が
疾
病
、
疲
労
そ
の
他
の

身
体
上
も
し
く
は
精
神
上
ま
た
は
環

境
上
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け

る
児
童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
に

な
っ
た
場
合
や
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
緊
急
一
時
的
に
保
護
を
要
す
る

場
合
に
児
童
福
祉
施
設
で
一
定
期
間

養
育
保
護
し
ま
す
。

○ 

夜
間
養
護
等
（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス

テ
イ
）

　

保
護
者
が
、
仕
事
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
平
日
の
夜
間
ま
た
は
休
日
に

不
在
と
な
り
、
家
庭
に
お
け
る
児
童

の
養
育
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
そ
の

他
緊
急
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
児

童
を
児
童
福
祉
施
設
で
保
護
し
ま
す
。

　

２
事
業
と
も
に
、
所
得
の
状
況
な

ど
に
よ
り
一
部
負
担
金
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈５月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

８ 木 午前10時～10時30分

地域子育て支援センター

げんき親子体操

13 火 午前10時～ 新聞あそび

14 水 ★ 午前10時30分～11時 英語あそび・発育測定

15 木 ★ 午前10時～ プチトマトの苗植え（雨天中止）

20 火 午前10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 お話の会（雨天中止）

21 水 ★ 午前10時～11時 地域子育て支援センター 小麦粉粘土あそび

22 木 ★ 午前９時30分出発予定 富田林市農業公園　
サバ―ファーム

春の遠足
費用　バス代200円

今月の一押し　�　春の遠足　アンパンマンバスに乗って、サバーファームにいちご狩りに出かけます。
　　　　　　参加希望が５人以下の場合は中止となりますので、ご了承ください。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村
内
に
農
地
を
所
有
す
る
農
家
に
対
し
、
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
内
容
は
施
設
材
料
費
の

１
／
２
で
、
上
限
額
は
電
気
柵
が
２
万
円
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
は
１
万
５
千
円
で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

農
作
物
被
害
防
止
事
業
補
助
金
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人　
　

権

５
月
１
日（
木
）～
７
日（
水
）

は
憲
法
週
間

　

５
月
３
日（
祝
）の
憲
法
記
念
日

は
、
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
日

を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
祝
日
で
、

こ
の
日
を
含
む
５
月
１
日（
木
）～
７

日（
水
）は
憲
法
週
間
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
保

障
さ
れ
た
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
く
た
め
に
、
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
自
分
の
権
利
と
同
じ
よ
う

に
他
人
の
権
利
も
認
め
合
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
基
本
的
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

６
月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
れ
に
ち
な
み
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
地
域
で
啓
発
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
人
権
に
関
す

る
悩
み
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
な
ど

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
や
近
隣
と
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
直
接
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

健
康

相
談
室

人
権
擁
護
委
員

•

田
中
鈴
代
（
小
吹
68―

８
８
９
）

　

☎
�
７
３
８
７

•

西
浦
玲
子
（
吉
年
２
６
０
）

　

☎
�
０
３
８
２

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

環
境
衛
生

犬
猫
の
相
談
窓
口
が

変
わ
り
ま
し
た

　

４
月
１
日（
火
）か
ら
、
犬
や
猫
な

ど
の
ペ
ッ
ト
動
物
の
相
談
窓
口
は
、

大
阪
府
動
物
管
理
指
導
所
藤
井
寺
分

室
（
旧
称
＝
犬
・
ね
こ
の
相
談
室
藤

井
寺
分
室
）に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
各
保
健
所
に
お
け
る

犬
に
関
す
る
相
談
窓
口
は
廃
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
動
物
管
理

　

指
導
所
藤
井
寺
分
室

　

☎
０
７
２（
９
３
７
）１
１
０
１

行
っ
た
。
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
も
の

は
、
整
理
整
頓
の
行
き
届
い
た
教
室
環

境
の
下
、
規
律
正
し
く
意
欲
的
に
学
習

に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
だ
っ

た
。
ど
の
教
科
、
ど
の
学
年
で
も
指
導

方
法
は
同
じ
。
教
師
が
教
え
込
む
の
で

は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は
実
に
よ
く
考

え
、
話
し
合
い
、
発
表
し
て
い
る
。
驚

く
べ
き
こ
と
に
そ
れ
は
中
学
校
で
も
同

じ
だ
っ
た
。
今
回
の
訪
問
で
も
、
ど
の

学
校
も
学
び
の
文
化
で
満
ち
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
授
業
づ
く
り
、
学
校
づ

く
り
の
重
要
性
は
す
ぐ
に
認
識
さ
れ
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
情
報
は
瞬
く
間
に
全

国
に
広
ま
っ
た
。
既
に
大
阪
府
内
で
も

多
く
の
学
校
で
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
秋
田
県
で
は
そ
の
よ

う
な
教
育
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

こ
に
は
、
大
阪
と
異
な
る
様
々
な
状
況

が
要
因
と
し
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
回

の
訪
問
で
、
秋
田
県
の
先
生
方
は
次
の

よ
う
に
話
さ
れ
た
。

「
中
学
校
が
荒
れ
た
と
き
、
も
っ
と
子

ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
、
寄

り
添
わ
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。」

「
学
校
は
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
楽
し
い
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
楽
し
い
授
業
、
分
か
る
授
業
を

し
て
や
ら
な
け
れ
ば
︙
。」

「
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
子
ど

も
た
ち
を
活
躍
さ
せ
、
そ
の
結
果
や
成

果
を
認
め
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。」

「
だ
っ
て
、
子
ど
も
を
大
切
に
思
う
な

ら
、
先
生
が
変
わ
る
た
び
に
授
業
の
や

り
方
が
変
わ
る
な
ん
て
、
か
わ
い
そ
う

で
し
ょ
う
。」　

先
生
方
か
ら
語
ら
れ
た

言
葉
は
、「
学
力
向
上
の
た
め
︙
」
で

も
「
点
数
を
上
げ
る
た
め
︙
」
で
も
な

か
っ
た
。
学
校
の
荒
れ
や
学
級
崩
壊
な

ど
大
阪
も
経
験
し
て
き
た
「
学
校
の
危

機
」
を
乗
り
越
え
る
中
で
、
先
生
方
の

内
側
に
自
然
と
生
ま
れ
て
き
た
「
子
ど

も
た
ち
に
向
き
合
う
心
」
だ
っ
た
。

　

子
ど
も
と
教
師
、
人
と
人
と
の
間
で

行
わ
れ
る
教
育
と
い
う
営
み
に
、
心
の

存
在
は
大
き
い
。
学
力
問
題
が
、
方
法

論
だ
け
で
片
付
く
な
ら
、
そ
ん
な
簡
単

な
こ
と
は
な
い
。

　
「
平
成
五
年
頃
で
す
か
ね
。
本
県
の

中
学
校
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
授
業
中
、
自
転
車
で
廊
下
を
走
り

回
る
生
徒
が
い
た
り
し
ま
し
て
、
荒
れ

て
い
た
の
で
す
。」「
今
か
ら
五
年
程
前

で
す
か
。
一
ク
ラ
ス
の
学
級
崩
壊
に
端

を
発
し
て
、
高
学
年
中
心
に
ず
い
ぶ
ん

荒
れ
て
お
り
ま
し
た
。」

　

こ
れ
ら
は
、
今
年
三
月
に
秋
田
県
を

訪
問
し
た
際
、
県
教
育
委
員
会
の
指
導

主
事
の
方
や
小
学
校
の
校
長
先
生
の
口

か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
意
外

に
思
わ
れ
る
方
々
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ

う
、
あ
の
学
力
日
本
一
の
秋
田
県
の
こ

と
で
あ
る
。

　

大
阪
府
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
実
態

は
厳
し
く
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
の

中
で
も
下
位
に
あ
る
。
秋
田
県
の
学
力

が
全
国
一
位
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
き
、
ま
ず
論
じ
ら
れ
た
こ
と

が
、
失
業
率
、
離
婚
率
、
持
ち
家
率
等
、

子
ど
も
た
ち
の
家
庭
背
景
、
生
活
背
景

を
示
す
デ
ー
タ
が
、
秋
田
県
と
大
阪
府

で
は
対
極
に
あ
る
と
い
う
事
実
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
な
の
か
。
秋
田

県
の
教
育
に
は
、
ど
こ
か
違
う
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
多
く
の
教

育
関
係
者
ら
は
秋
田
県
の
学
校
視
察
を

人
権
コ
ラ
ム﹁
き
ず
な
﹂
⑬

教
育
に
見
え
た「
お
も
て
な
し
」の
心

新
坊　

昌
弘（
大
阪
教
育
大
学
）
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〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（健康）☎�0069（直通）・�0081（代表）

平成26年度　がん検診のお知らせ
★５・６・７・８月分は４月から受付開始しています。９・10月分は６月から申し込みを受付します。
【集団検診】実施場所：保健センター　※定員になり次第締め切ります。

日曜日検診もあります！

＊検診は、すべて予約制となります。
＊検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
＊予約をされた人には検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送ります。
＊検診日に介助の必要な人は相談ください。
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割５分程度です。当日受付で支払ってください。
　（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。健康福祉課へ事前に申し出てください）

＊個別検診は、必ず事前に健康福祉課への申し込みが必要です。
＊申し込みされた人には健康福祉課から受診票などを送付します。

【個別検診】実施場所：村指定医療機関（富田林医師会管内産婦人科）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

検 診 日 ５月27日（火）・6月25日（水）・７月13日（日）・17日（木）の午前  
当 日 受 付 時 間 午前８時30分～11時
対 　 　 象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年度に１回
定  　  員 各50人
内   　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査

〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影・（喀痰検査は必要者のみ実施）
受  診  料 〈胃がん〉1,000円　　　　　　　　〈大腸がん〉300円

〈肺がん ･結核〉600円（肺がん喀痰検査別途500円：喀痰提出時徴収）
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳
が
ん
検
診

検  診  日 ６月11日（水）・８月５日（火）の午前

当 日 受 付 時 間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時
※受付時間ごとの予約制です。

対 　 　 象

受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）
※次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　•39歳以下の人　•妊娠中または妊娠の可能性のある人　•授乳中の人
　•心臓ペースメーカーを装着している人　•豊胸術をしている人

定 　   員 〈40歳代〉７人　　〈50歳以上〉22人
内 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
受  診  料 1,100円
受診できる回数 ２年（年度）に１回

子
宮
頸
が
ん
検
診

検  診  日 ６月11日（水）・８月５日（火）の午後
当 日 受 付 時 間 午後１時30分～３時
対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人

（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）
受診できる回数 ２年（年度）に１回
定 　   員 各55人
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）
受  診  料 1,000円

乳
・
子
宮
頸
が
ん

セ
ッ
ト
検
診

検  診  日 ６月11日（水）・８月５日（火）の午後

当 日 受 付 時 間 〈40歳代〉午後12時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
※受付時間ごとの予約制です。

定 　 　 員 〈40歳代〉６人　　〈50歳以上〉22人
内　容・対　象 上記参照
受  診  料 2,100円

子
宮
頸
が
ん
検
診

検 診 実 施 期 間 平成26年５月１日（木）～平成27年２月28日（土）まで

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）
受  診  料 1,000円

1

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
２
期
（
５
月
分
）
の
納
期
限
は
、
６
月
２
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
５
月
23
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

◆
一
般
書

探
偵
が
腕
貫
を
外
す
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
澤
保
彦
）

ま
い
な
い
節　
　
　
　
（
山
本
一
力
）

立
身
い
た
し
た
く
候　
（
梶
よ
う
子
）

長
女
た
ち　
　
　
　
　
（
篠
田
節
子
）

僕
と
先
生　
　
　
　
　
　
（
坂
木
司
）

頼
み
あ
る
仲
の
酒
宴
か
な　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
雅
美
）

日
本
橋
本
石
町
や
さ
ぐ
れ
長
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
江
佐
真
理
）

ひ
と
ご
と　
　
　
　
　
　
（
森
浩
美
）

紅
花
染
め
秘
帖　
　
　
（
平
岩
弓
枝
）

川
の
光
２　
　
　
　
　
（
松
浦
寿
輝
）

岳
飛
伝
８　
　
　
　
　
（
北
方
謙
三
）

パ
リ
わ
ず
ら
い
江
戸
わ
ず
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
田
次
郎
）

大
好
き
花
の
絵
手
紙　
（
大
森
節
子
）

一
生
役
に
立
つ
食
べ
ご
た
え

糖
尿
病
レ
シ
ピ　
　
　
（
主
婦
の
友
）

◆
児
童
書

あ
み
だ
だ
だ　
　
　
（
宮
下
す
ず
か
）

漢
字
だ
い
ぼ
う
け
ん（
谷
川
俊
太
郎
）

お
ば
け
の
ひ
み
つ
し
っ
ち
ゃ
っ
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ら
い
か
よ
）

楽
し
く
学
ぶ
よ
の
な
か
図
鑑

（
小
学
館
の
子
ど
も
図
鑑
プ
レ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
）

�



　

村
体
育
協
会
加
盟
の
各
団
体
で
は
、

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
・
ク
ラ
ブ
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
健
康
維

持
・
増
進
の
た
め
、
ま
た
仲
間
づ
く

り
の
た
め
に
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
（
対
象
・
活
動
時
間
・
大
会

日
程
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、各
連
盟
・

ク
ラ
ブ
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　
　

集

英
会
話
教
室
受
講
生
募
集

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
英
会
話

教
室（
初
級
・
中
級
）を
開
講
し
ま
す
。

開
講
期
間　

６
月
か
ら
平
成
27
年
２

月
ま
で
の
毎
月
第
２
火
曜
日
（
初

級
）、
第
４
火
曜
日
（
中
級
）
午
後

７
時
～
８
時

※
８
月
は
休
講
と
し
ま
す
。

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
会
議
室

対
象　

村
内
在
住
者
、
在
勤
者

内
容　

日
常
会
話
の
初
級
、中
級
レ
ベ

ル
。英
語
が
話
せ
な
い
人
、大
歓
迎
！

費
用　

1
回　

３
０
０
円
（
当
日
頂

き
ま
す
）

定
員　

初
級
、
中
級
と
も
25
人
（
無

作
為
抽
選
）、
通
年
の
受
講
で
す
。

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ（A

ssistant�Language
T
eacher

）
と
し
て
、
村
立
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
る

ガ
ー
ナ
共
和
国
出
身
の
ノ
ア
・
エ
ン

ク
ル
マ
・
ア
ダ
サ
先
生

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
て
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
初
級
・
中

級
の
希
望
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
合
否
に
関
わ

ら
ず
、
結
果
を
返
送
し
ま
す
。

住
所　

〒
５
８
５―

０
０
４
１　

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
２
６
３
番
地

（
く
す
の
き
ホ
ー
ル
内
）
千
早
赤
阪

村
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

消
費
者
相
談

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑬

　
「
屋
根
の
修
理
は
火
災
保
険
を
使

え
ば
無
料
で
で
き
る
場
合
が
あ
る
」

と
い
う
チ
ラ
シ
を
も
ら
っ
た
。
そ
ん

な
こ
と
が
本
当
に
可
能
な
の
か
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

火
災
保
険
な
ど
に
は
自
然
災
害
に

よ
る
家
屋
や
付
属
設
備
の
損
害
も
補

償
す
る
商
品
が
あ
り
、
こ
れ
を
当
て

込
ん
だ
セ
ー
ル
ス
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
の
で
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
「
火
災
保
険
を
使
っ
て
、
屋
根
や

雨
ど
い
を
無
料
修
理
！
」
と
の
触
れ

込
み
で
業
者
が
訪
問
し
、「
保
険
金

申
請
は
当
社
が
代
行
す
る
。
す
ぐ
工

事
し
よ
う
」
と
迫
ら
れ
た
が
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
な
ど
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
自
然
損

耗
・
経
年
劣
化
に
よ
る
「
見
栄
え
が

悪
い
」
程
度
の
屋
根
や
外
壁
を
狙
っ

た
セ
ー
ル
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
に
セ
ー
ル
ス
し
て
い
る
会
社

と
、
あ
な
た
が
加
入
し
て
い
る
保
険

会
社
は
、
往
々
に
し
て
無
関
係
で
あ

り
、
工
事
を
し
て
も
費
用
が
必
ず
保

険
で
賄
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

保
険
金
が
出
た
と
し
て
も
、
申
請
代

行
し
た
業
者
が
申
請
手
数
料
を
先
取

り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

契
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
に
、

多
額
の
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る
と

い
っ
た
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
保
険
の
目
的

は
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て
発
生
し
た

家
屋
・
家
財
の
損
害
を
補
て
ん
す
る

た
め
で
あ
り
、
家
屋
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
な
ど
に
用
い
る
こ
と
は
不
適
切
で

す
。
そ
の
た
め
、
保
険
会
社
の
査
定

に
よ
っ
て
は
契
約
違
反
と
み
な
さ
れ
、

い
っ
た
ん
支
払
わ
れ
た
工
事
代
金
の

返
還
を
求
め
ら
れ
、
契
約
し
て
い
た

保
険
契
約
そ
の
も
の
ま
で
無
効
に
な

る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。
こ
の
場
合

で
も
、
工
事
と
保
険
は
無
関
係
な
の

で
、
工
事
済
み
で
あ
れ
ば
業
者
へ
の

代
金
支
払
義
務
は
残
り
ま
す
。

　

火
災
保
険
の
補
償
範
囲
は
、
商
品

や
契
約
内
容
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
。実
際
に
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
・

損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
速
や
か
に

被
害
状
況
の
記
録
を
残
し
つ
つ
、
契

約
内
容
と
補
償
範
囲
を
再
確
認
し
、

す
ぐ
に
契
約
先
の
保
険
会
社
に
相
談

し
て
、
査
定
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
損
害
程
度
に
よ
っ
て
は
、

自
治
体
発
行
の
罹り

災さ
い

証
明
書
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
、
お
近
く
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

連盟・クラブ名 活動場所 活動日など 問い合わせ
軟 式 野 球 連 盟 村 民 運 動 場 大 会 など 加藤　　明　☎�0995

ソ フ ト ボ ー ル 連 盟 村 民 運 動 場 大 会 など 植野　敏昭　☎�1243

テ ニ ス 連 盟 村 立 テ ニ ス コ ー ト 土・日曜日 中野　義信　☎�7519

ゴ ル フ 連 盟 グロワールゴルフクラブ 大 会 など 山道　　俊　☎�7140

バ レ ー ボ ー ル 連 盟 海 洋 セ ン タ ー 他 土・日曜日 武部なおみ　☎�1472

空 手 道 ク ラ ブ
海 洋 セ ン タ ー 土 曜 日

村田　　茂　☎�7443
千 早 小 吹 台 小 学 校 日 曜 日

卓 球 ク ラ ブ 海 洋 セ ン タ ー 日 曜 日 森井　　稔　☎�0975

少年野球スポーツ少年団 千 早 小 吹 台 小 学 校 土・日曜日 山形　研介　☎�1372

少 年 サ ッ カ ー ク ラ ブ 村 民 運 動 場 他 土・日曜日 田中　伸義　☎�7387

少年ソフトボールクラブ 村 民 運 動 場 他 土・日曜日 日谷　順彦　☎�0998

体操
連盟

リ ズ ム 体 操 海 洋 セ ン タ ー 水 曜 日 山上　孝代　☎�7023

３ Ｂ 体 操

海 洋 セ ン タ ー 火 曜 日

瀬戸　葉子　☎�1279いきいきサロンやまゆり 水 曜 日

いきいきサロンくすのき 金 曜 日

いきいきサロンくすのき 月 曜 日 中野　幸子　☎�4758

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
・
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

�



そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

　

村
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

な
ど
の
自
宅
に
お
弁
当
を
届
け
、
見

守
り
活
動
を
行
う
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
弁
当
を

配
達
す
る
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

火
・
木
・
金
曜
日
の
う
ち
、
月
１

回
１
時
間
程
度
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
笑
顔
と
声
か
け
が
、
多

く
の
人
の
元
気
と
活
力
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

赤
十
字
募
金

　

６
月
30
日（
月
）ま
で
、「
赤
十
字

社
員
増
強
運
動
」（
募
金
活
動
）
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護

活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医
療
、

血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広

い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村

社
会
福
祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
匿　

名　
　
　
　
　
　
　

６
千
円

　

福
祉
活
動
と
し
て

◎
匿　

名　
　
　
　
　
　
　

５
千
円

　

福
祉
活
動
と
し
て

◎
清
水
義
秀（
中
津
原
４
８
６
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
父　

卯
三
郎
氏
の
供
養
と
し
て

◎
匿　

名　
　
　
　
　
　
　

８
千
円

　

福
祉
活
動
と
し
て

◎
中
村
勇
（
千
早
１
８
３
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
父　

房
三
氏
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

楠
公
史
跡
保
存
会
か
ら
お
知
ら
せ

草
刈
り
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

楠
公
史
跡
保
存
会
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
村
の
景
観
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　

５
月
18
日（
日
）
午
前
９
時

30
分
～
11
時

※
大
雨
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

集
合　

奉
建
塔
（
二
河
原
邊
地
区
）

対
象　

誰
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

持
ち
物　

草
刈
り
用
具

※
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
は
用
意
し
ま
す
。

楠
公
史
跡
保
存
会
会
員
募
集

　

本
会
は
、
村
内
の
史
跡
整
備
や
清

掃
奉
仕
活
動
、
資
料
館
の
管
理
や
道

の
駅
売
店
の
運
営
に
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
交
流
の
バ

ス
ツ
ア
ー
や
楠
公
祭
、
史
跡
探
訪
な

ど
楽
し
い
企
画
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
ご
支
援

い
た
だ
け
る
人
の
入
会
を
お
願
い
し

ま
す
。

年
会
費　

三
千
円

受
付　

随
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保

存
会　

☎
�
１
５
８
８

大
阪
労
働
局
企
画
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

大
阪
労
働
局
企
画
室
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
時
間
を
延
長
し

て
い
ま
す
。

総
合
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

午
前
９

時
～
午
後
６
時
（
平
日
の
み
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
料
無
料
）

☎
０
１
２
０（
９
３
９
）０
０
９

（
大
阪
府
内
固
定
電
話
よ
り
可
。
携

帯
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
不
可
）

※�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
で
き
な

い
場
合　

☎
06（
７
６
６
０
）０
０

７
２

大
阪
労
働
局
総
務
部
企
画
室　

午
前

９
時
～
午
後
６
時
（
平
日
の
み
）

場
所　

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
４―

１―

67
（
大
阪
合
同
庁
舎
第
２
号
館

８
階
）

※�

庁
舎
へ
の
入
館
手
続
き
は
午
後
５

時
45
分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
労
働
基
準
監
督
署
庁
内

に
も
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
。
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
（
平
日
の
み
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　

☎
06（
６
９
４
９
）６
０
５
０

ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
づ
く
り

　

手
軽
で
美
味
し
い
ハ
ー
ブ
エ
キ
ス

を
凝
縮
し
た
自
然
派
健
康
ド
リ
ン
ク

を
作
り
ま
す
。
地
元
で
採
れ
た
ハ
ー

ブ
使
用
の
デ
ザ
ー
ト
付
き
で
す
。

　

同
日
、
午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
、
地
場
食
材
を
使
っ
た
天
然
酵

母
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
が
並
ぶ
「
森
の

マ
ル
シ
ェ
（
毎
月
第
４
日
曜
開
催
）」

も
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
３
０
０
円
（
お
持
ち
帰
り

用
含
む
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚
れ
て

も
い
い
服
装

受
付　

５
月
７
日（
水
）午
前
10
時
～

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

花
の
文
化
園
よ
り
ご
案
内

Fululu m
arket

～
フ
ル
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
～

　

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
シ
ェ
を
園
内
で

再
現
！
か
わ
い
い
移
動
販
売
車
や
、

お
し
ゃ
れ
な
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
雑
貨
、
グ

リ
ー
ン
、
フ
ー
ド
な
ど
ス
テ
キ
な
お

店
約
50
ブ
ー
ス
が
出
店
し
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
荒
天
中
止
（
延
期
な
し
）

場
所　

園
内
芝
生
広
場
ほ
か

※
要
入
園
料
（
駐
車
場
無
料
）

※�

駐
車
場
工
事
の
た
め
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
立
花
の
文

　

化
園　

☎
�
８
７
３
９

�



第３回きらめきコンサートが開催されました
　３月29日、くすのきホールで村立中学校吹奏楽部主催
による第３回きらめきコンサートが開催されました。
　交響曲詩曲「走れメロス」や、恋するフォーチュンクッ
キー、嵐メドレーなど、さまざまな曲を演奏し、コンサー
トに訪れた観客は美しい音色に耳を傾け、優雅なひとと
きを過ごしました。

下赤阪棚田の会　第９回美の里づくり
コンクール審査会特別賞受賞！

　３月24日、東京都馬事畜産会館において平成25年度第９回美の里づくりコンクール（主催　一般財団法人農村開
発企画委員会・後援　農林水産省）の受賞式が行われました。
　全国各地より、地域の美しさを保全する活動を行っている30団体から応募があり、当村の「下赤阪棚田の会」が
見事、「審査会特別賞」に入賞し、大阪府の活動団体では初の受賞となりました。
　下赤阪棚田の会は、下赤阪城跡周辺に広がる日本の棚田百選の保全活動に尽力し、日本中世の原風景をとどめる
景観の保持や、都市住民との交流、担い手づくりの活動などの取り組みが評価されました。
　これを機に、村内外の皆さんに農村風景の美しさ、大切さをさらに理解していただける活動が期待されます。

棚田の写真パネルの寄贈がありました
　３月28日、千早赤阪村棚田保全の記念として、フォト
クラブ大美野写楽会会長の藪利臣さんより下赤阪の棚田
の写真パネルが贈呈されました。
　くすのきホール１階ロビーに展示しています。
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近況は・・・
　看護専門学校に通い、看護師になるための勉
強をしています。
趣味は・・・
　友達と遊ぶことです。
夢は・・・
　ＥＲ（救命救急室）の看護師になることです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　地元の友達とボーリングやカラオケに行った
ことと、天理の行事でスタッフをしたことです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　空気がきれいで、星がたくさん見えるところ
が好きです。
次号は・・・
　小・中学校の同級生の谷輝樹くんです。
谷くんへメッセージを・・・
　また遊びに行こなー！

東阪　 田  中 　 嘉  恵 さん
＜20歳　おうし座＞

YoshieTanaka

お兄ちゃんの誕生日のときに兄弟４人で
撮った写真です。
右端がわたしです。

吉年　たなか　ゆうま　くん
（　田　中　優　真　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年６月26日生まれ

小さな優真に大きな未来、一緒に大きくなっていこう♡

　父・徹さん、母・睦代さん
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分
　～午後５時

電話で問い合わせくださ
い（予約制）

エ イ ズ に 関 す る
相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分

　～午後５時 電話相談も可

血液検査［エイズ・梅毒］
尿 検 査［クラミジア］

第１・３
水曜日

午後１時30分
　～２時30分

エイズ抗体検査は無料、
そのほか手数料が必要
な場合あり

血 液 検 査
［肝炎ウイルス］ 第３水曜日 午前９時30分

　～10時30分
無料・予約制
（先着順）

• 飲 用 水・ 井 戸 水 検 査
• 腸 内 細 菌 検 査
• 寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）

午前９時30分
　～11時30分 有料

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

４か月児 健 康 診 査
５月28日㈬

午後１時
～１時10分

平成25年12月・
平成26年１月生

１ 歳 児 健 康 診 査 午後１時15分
～１時25分 平成25年４・５月生

広
場

のびのびげんきひろば
（ai ♡げんき事業）

５月12日・19日・
26日・６月２日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談）

（のびのびげんきひろばに併設）
５月19日㈪ 午前10時

～11時30分
０～１歳ごろまでの
乳幼児と保護者

相
談

個別健 康 栄養相談 ５月23日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活
を改善したい人

保健師による健康相談
（電話・来庁） ５月20日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護な
ど相談を希望する人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

�
発

行
／

千
早

赤
阪

村
役

場（
〒

585−
8501大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180番

地
） 

　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/
�

編
集

／
総

務
課

　
☎

 0721−
72−

0081　
 0721−

72−
1880 

  2014.5 N
o

.484
 

E
−

m
ail　

iken@
vill.chihayaakasaka.osaka.jp

も え る ご み
（火・金曜日）

５月２日（金）・
６日（火）・９日（金）
13日（火）・16日（金）
20日（火）・23日（金）
27日（火）・30日（金）
６月３日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

５月７日（水）
６月４日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

５月８日（木）
　　22日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ５月15日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ５月28日（水）

各地区ミゼット車 ５月19日（月）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ５月29日（木）予定

千早、東阪、中津原 ５月30日（金）予定

心配ごと ５月１日（木）・６月５日（木）

児　　童 ５月１日（木）・６月５日（木）

行　　政 ５月１日（木）・６月５日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課
（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,826人（－17）
　男　　2,765人（－12）
　女　　3,061人（－５）
世帯数　2,368戸（＋２）

₃月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など


